モデル事業実施施設・事業報告書

【（様式③）モデル事業に対するコンサルタントの評価】

１．対象事業（対象作業科目）の選定内容についての評価
	［キーワード］

　・駐輪場管理で、施設外就労に求めた社会的能力向上。

　・施設は社会の公器、施設保有のモノ・コトの活用で社会とつながる。

	［評価］

■施設外就労が利用者の潜在的な能力を引き出すのでは、と期待したことはやはり正しかった。

　・駐輪場管理事業は、施設内作業にとどまっていては、あまり障害者の能力開発が進まないのではないかと考えた熱心な一職員の動きに端を発しています。地域ネットワーク会議で、駐輪場管理団体（守山市社協）の役員と懇意になれたことも大きい。当初職員会議では、早朝勤務や事故の心配、付き添う職員が不足などとして反対意見が多かったのですが、“工賃ステップアップ事業”への外部の応援網が後押しする大きな力になりました。それともうひとつは「反対を押しきってでも自分がやる」とがんばった職員の信念の強さ。駐輪場勤務が実際に始まってみると、当初予想をはるかに越えた利用者の反応・変化が見られるようになり、やはり「案じるより産むが易し」を実感できました。日ごとに明るく意欲的になっていく利用者の姿は、他の利用者のみならず、職員の一部にも良い変化を与えています。この事業の夢は大きく、将来はあじさい園が「総合的に施設管理を受託する事業者」（指定管理業者）に発展することが期待されます。そうなれば雇用型に進める可能性は大になると思われます。

■社会福祉法人がもっている設備は社会のもの。こう認識することが、新規挑戦につながるのではないでしょうか。

・配食事業は当初、園内の食堂厨房設備の活用といった観点から発想されました。しかし、単なる弁当事業なら世間に多く存在するし、私の立場からはとても勧められる事業ではなかったのですが、職員二人のやる気の大きさを感じてサポートを決めました。当初は意欲的な数値計画や将来計画、熱心な見学研修や資料集めの状況が頼もしく思えました。しかし実際に利用者訓練が始まると状況が一変。思うように進まない利用者の能力アップへの苛立ち、他の職員に応援を頼めないと遠慮したり、設備投資がないと大掛かりな事業展開は考えられない、などと現実の壁にぶつかることに。後退的な意見が出るようになった時期、福祉施設が行う配食の意味の見直しを提案しました。これから拡大する高齢者独居とそのことを不安に思いながら離れて暮らす親族の心情こそ大きなビジネスチャンス、障害者に可能な3級ヘルパー資格取得推進も並行して進めれば将来は「配食と高齢者の安心な暮らし」をサポートする福祉法人らしい事業モデルが出来るはずであると考えました。ごく最近ファミリーマートが同様の事業に進出を決めた新聞記事が出ました。しかし地域内では十分戦えるはずだし、思い切って企業と「提携」と言う手もあります。要は担当職員の熱意がいつまで続くか、まわりがどれだけ支えられるかが成否を分けることになりそうだと思っています。

■社会と繋がれば、良い情報が入ってくる。

・花苗育成事業が後退した後、遅れて「和紙」事業の方向性転換が新しい事業として有望になってきました。これは、上記「駐輪場管理」を軌道に乗せて余裕が生まれた一職員の発案です。従来から取り組みのあった「和紙手すき」と、滋賀県の伝統的な工芸「大津絵」を組合わせて商品化し、この度滋賀の福祉事業所が共同して新しく始める楽天ドットショップで販売しようとする動きです。

　　同時にうちわの製品化にも挑戦中です。京都老舗の竹うちわが環境問題とも関連して売れていると聞いています。びわ湖の葦の和紙と滋賀高島の竹骨を使えば京都に比べて1割程度の原価で作れるルートも見つかっていますが、この成功はブランド力が無いとかなり困難と見ています。ところがここにきて「びわ湖淀川流域紙」を漉けないかという話が淡海環境保全財団から持ち込まれました。今年は滋賀で「全国うみづくりまつり」が開催されます。これに照準を合わせて製品が出来れば、話題性、販売量確保にも一定のメドが立ちます。流域の様々な自然物を漉き込むこの紙は記念品や特産品、あるいは環境ＰＲイベント用として大きく育つかも知れません。少なくとも環境行政からは注目を集めることになるだろうと思っています。

いずれにしても、今回の事業を通じて、施設に閉じこもることなく外部と連携する動きや考え方が出てきたということは、今後のために大いに評価、期待できることだと考えています。


２．具体的数値目標の達成度の評価（今後の達成の見通し）
	［キーワード］

　・工賃額、変化は大きいが、水準と対象には不満が残る。

　・伸びるマーケットへの進出準備段階で、結果はまだ先に。

	［評価］

■工賃水準ステップアップ事業開始直後に数値目標が大きすぎたと修正。これはやはり反省材料。

・今回の事業への参加表明段階で目標とされていた一人月額4万円は、プロジェクト開始直後に、3万円に修正されています。17年度の実績をみると、その額には、過去の積立金360万円の取り崩し支給が含まれており、その部分を差し引いた実額は42名の利用者平均月額で9,300円となっていました。今回目標とされた3万円はその3.2倍にあたります。3万円としたことで、取り組みが少し安易に流れたきらいがあったように思います。

・既存事業中下請け加工は、概ね内職ベースの工賃水準であり、それらの効率向上だけでは、到底目標は達成できない状況から、今回は特に新しい事業への取り組みが必要だとしてきました。しかし、新規事業はその成功までには多大な時間と努力、そして資金を要します。今回は資金と期間が限られていることもあって、既存事業から発展させやすいもの、投資をあまり必要としないもの中心の取り組みを心掛けた結果、受託事業と、既存事業の応用およびマーケット拡大策的なものが主となりました。

・また、対象となる利用者も絞っています。結果、対象となった利用者には概ね目標額が支給されましたが、他の既存事業の従事者には今までと同様の額しか支給されていません。既存事業の工賃アップには、もっと既存施設資産の活用の途を拡大しなければならないと考えています。福祉的就労においても、地域コミュニティービジネスなどとの提携など設備や資産がお金を生み出す仕組みづくりを心掛ける必要を感じます。この点での取組みはまだ弱く、今後の職員の考え方転換が図れるか、また地域情報に精通して有効なアイディアが出せるかどうかが重要であります。

・独居高齢者とその親族を会員として「食事」と「安心」を提供するビジネスは、まだ端緒に着いたばかりですが、ファミリーマートが進出を検討するほど将来性が高い分野であると思っています。福祉法人という民間企業との差別化ポイントがセールスポイントとして市場に有効に評価されれば、将来的には多くの会員を獲得して高賃金が実現できるものと考えています。


３．改善計画・実行スケジュールの評価
	［キーワード］

　・「出来ることしか出来ない」計画に終わったが、もう少し“挑戦”項目も。

　・現状の日常業務に追われ、スケジュール管理にやや甘さが。

	［評価］

■計画は概ね安全志向であり、ともすれば消極的な内容とスケジュールになりがちでした。

・今回のような目標達成を目指すプロジェクトでは、目標を低めに設定すれば、それなりの活動になりがちです。高い目標を掲げると利用者の期待を裏切ることになるのではないかとか、苦労と心配の種をあまり抱え込みたくないと消極的な場面も見られたように思います。

・スケジュール設定でも同様の心理が見られました。結果、無理のないスケジュールを、となり今すぐ取組む必然が見つけられなくなって計画自体が無意味になったようなこともありました。

・本来、計画や目標には正解がありません。達成しなければ生死に関わるような場合には、目標を確実に達成するため何をどうするかといった具体的な計画が真剣に検討されますが、そうでない場合は、目標値などはその計画者の思いの強さに左右されるものです。この点で、やはり計画全体に今ひとつ物足りなさが残ってしまったように思います。


４．地域ネットワーク会議の果たした機能についての評価
	［キーワード］

　・成果半分、反省半分

　・社会への扉は確実に開いた。

	［評価］

■もう少し事業そのものに協力的な情報や提案が欲しかった。

・人選に当たってコンサル的立場から園にお願いしたことは次の３点。「これからやろうとする事業のお客さんになってくれる可能性のある人を」「肩書きだけで選ばないで欲しい」「批評家は要りません。民間にウエイトを」。結果は、半分正解、半分は不正解。民間的発想が刺激になった発言の例も多く有益だった半面、古い福祉発想（隔離型）から抜け出ない発言も結構多かったようです。

・個人差はあるが施設職員において、地域社会と連携する意味や情報収集の必要性が認識されるようになったのは大きな成果。また民間企業のシビアさやスピードの速さなど、新鮮なショックを受ける場面もありました。

・一般社会には、まだまだ障害者に関して何の情報も発信されていない現実が浮き彫りになりました。参加の年配者から、旧来発想での障害者は保護すべき的発言や第三者的評論的意見が繰り返し出された現実は、今後障害者がごく当たり前に社会のなかで活躍し、身近に存在する社会を作ろうとしていく上での広報活動、啓発活動の重要性を、逆に改めて認識させられることとなりました。


５．職員の意識・利用者（家族）の意識についての評価
	［キーワード］

　・持論に固執するより豊かな発想で議論を。

　・未来への根拠無き安心感を捨て、着実な１歩へ

	［評価］

■２割、６割、２割

・民間会社では、一生懸命考えて仕事に自主的に立ち向かう人は全体の２割に過ぎない。残り８割のうち２割は、まったく会社に貢献しない人たち、残り６割は状況に応じて働いたりさぼったり、とよく言われます。今回のモデル事業にこれを置き換えてみるのは不謹慎ですが、一生懸命な人、吹っ切れない人、福祉的就労に固執した人とやはり様々でした。働くことの「意味」もそれぞれに異なっていましたし、「障害者が働くこと」に関しても様々な持論がありました。しかし、様々な持論も、「工賃向上」の目標の前ではあまり意味が無いように感じたことも事実です。福祉施設で働く職員は、「高い志」と福祉・仕事のふたつの面で今以上に専門性を、実に大変なことですが、身につけて頂きたいと切に思います。持論より議論の深まりが期待されます。そして技量の高まりに！

■保護者の根拠無き安心は現実逃避、着実な明日を求める意識変化

・障害者をわが子に持つ職員は、今回やはり切実な問題意識を持って、積極的な動きをされました。どんな人でも日々成長するものだという経験に基づく信念は、多くの障害者の保護者たちの意識の変革に貢献しました。当初は保護者の間にも就労を諦めているような発言や、まったく就労を嫌うような発言が多かったのですが、職員の皆さんとの面談後は、前向きに今回の事業を受け止める保護者が増えました。朝早く起きられるようになった息子、疲れて帰って来ても前より優しくなったわが子の変化を喜ぶ保護者も出てきました。

　対象の利用者が少なくまだそういった保護者の絶対数は少ないのですが、この変化は続かなければなりません。この職員が言った「結局、指導員次第なのです」という言葉が非常に重く感じられます。


６．総合評価
	［キーワード］

　・反省７割、成果は３割。

　・点火は完了、推進力は、今後に期待。

	［評価］

■工賃アップは誰がしてくれるの？から、自分たちがやらなければ！へ。変化は確実に。

・初めて施設に伺ったとき、職員の方々は「コンサルタントがすべてやってくれる」「待っていたら高い工賃が実現する」といった期待を私にかけてくださっているように感じました。

・初めての職員会議で、主役は皆さん職員と利用者ですよ、と言ったら、なぜか怪訝な顔になる人と、急に目を輝かせる人がいました。

・福祉的就労という考え方が飛び交うなか、私は今回の事業の出発点を探しました。

民間企業の事例や、少し古いけれど「チーズはどこに行った」の話を出して、かなり危機感をあおる発言もしました。それは大変だと思っている顔と、やはり怪訝な顔が見えました。

・施設に勤めて今初めて本当の仕事をしているような気がすると言った職員、もっともっと外の人たちとネットワークを組みたい、人脈を広げたいと言った職員、こういった人たちが大きな推進力になっています。どこでも同じですが、やはり変化や改革は人が決め手です。

■計画は立てたり変わったりしました。試行錯誤もひとつの成果？

・なかなかストーリーどおりに事が運ばないジレンマが多かったように思います。私の力不足を痛感しました。訪問するたびに、またスタートラインに戻っていると感じることも多かったのです。

・「出来ない」と言われるとそこから何時間も話し込むことが何度もあって、コンサルティング能率は悪く時間だけは早く過ぎていきました。「福祉的就労」という魔法のような言葉は、まったく工賃アップの敵でしたが、既存事業の改善はこの言葉を避けては通れません。ならば施設の総合力をその「福祉的就労」の場にすべて注ぎ込んでいるのかと職員の皆さんに自問自答を促すこともありました。

・今回は運良く一部ではありますが、目標値を達成できる園外就労機会が得られました。しかし、自主事業ではまだ目標値を達成できていないことを考えると総合的に、７割は反省に値すると思っています。

　施設職員の皆さんには計画は一度立てたら安易に諦めるな、どうすれば可能になるかを逆算して自らの頭で考えて欲しいと願っています。

・今後ですが、一旦出来た考え方や仕組み、個人の動きを容易に捨てないで欲しいと思います。いろいろ言っても所詮はまだ５ヶ月。職員の皆さんの「高い福祉的志」が頼りです。


７．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	（今年度の取り組みにおける反省点）

・施設理念の理事職員間共有や事業目標の確認、職員の意思統一や保護者意見の集約など事業開始以前に済ませておいた方が良いことが多く、これらのことに意外と多くの時間を割かざるを得なかった。

・実際の既存事業や作業の分析に民間手法を用いても、元々の生産性の低さや障害特性から労多いわりに功少なく終わることが多く、目標達成に向けては、既存分析はそれほど意味をもたない。

・施設ごとの事情に合わせて最適事業を見つけ出し軌道に乗せるには数年の継続支援が必要です。モデル事業とはいえ、半年はやはり短かすぎます。

（今後の課題・展望）

・職員の中には、福祉サービスしか考えられない人も存在します。その人たちには今回のようなプロジェクトは苦痛でしかないはずで、その人たちの持論をコンサルタントがどうこうすることはほとんど不可能だと感じました。職員から「障害者が遊びたいと言えば、安全に楽しく遊んでもらうようにするのが職員の役目だ」などと真剣に言われると本当に困ってしまう。場合によってはその方が正しいこともあるだろうからです。生活支援担当が今回のような事業に参加すると工賃向上計画は混乱して止まってしまう恐れがあります。職員会議も混乱するし、職員間に溝が出来ることにもなりかねません。授産事業所の性格の再確認も必要です。

・事業経営に関する経験や知識、それらが生み出す知恵の獲得には多大な時間と費用がかかります。そこで例えばあらかじめ障害者向けや、福祉施設事業者向けに標準化されたフランチャイズビジネスモデルなどが幾種類か用意されていて、それを導入するためのコンサルティングというような形が取れれば、比較的効率的にバラつき無くことが運ぶかも知れません。


８．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・コンサルタントの立場から－今後工賃アップに取り組むコンサルタントへのアドバイスなど

■７で述べたことと重複するが、ほとんどの施設では、事業コンサルティング以前の課題解決が必要な場合が多いと思われる。そのためのステップを私なりに提案したいと思います。

・民間企業においてはあり得ないことですが、福祉事業所では「顧客が仕事に従事する」。利用者は施設に福祉サービスと工賃を求めてやって来ますが、そのウエイトは個人によってマチマチです。工賃が必要で働くためにくる人、日中活動の場を求める人、介護や生活支援を求めて来る人など様々です。それでも一様に皆「働いている」。問題は職員がその「働いている」ことをどう捉えているかです。このことはプロジェクトに大きな影響を与えるため、最初に統一しておく必要があります。これが第一ステップ。

・同様に、保護者の考え方もマチマチであります。施設に求めるものは、「仕事能力向上」「工賃」「安全な一日、日中の居場所」「生活指導や介護」などなど。これらは皆が一様に就労したいと思っていないことを指しています。工賃アップを真に望む人は誰なのか最初にはっきりさせておかねばなりません。そうでなければ後日施設に苦情が舞い込む恐れがあります。これが第２ステップ。

・施設職員は他所での就職経験がなく、組織的な命令・報告に不慣れな人もいます。

　普通、事業を進めるうえでは、役割分担や組織的な動きが必要ですし、指示命令系統の確保は重要です。しかし施設では何より職員の自主性を尊重して個人個人にコンサルティング・アドバイスする必要があります。改善や事業計画のステップでは、職員が自発的に考え行動するようにしないと、比較的安易に決め事が変えられてしまうし、場合によっては頓挫する危険性すらあります。
・会計制度も民間のそれとは大きく異なります。授産事業会計と施設の運営会計のふたつがあり、障害者の工賃は授産会計から配分されます。施設運営の会計は主に行政からの補助金で賄われており職員の給料も原則ここから支払われます。つまり授産事業の儲けの大小は職員自らの給料には影響しないのです。ともすれば、授産事業軽視に傾く考え方はこのことと密接な関係があることを理解すべきです。

・最後に、上の部分で「保護者の考え」を述べましたが、実は、保護者の心の内側は複雑です。指導員の対応次第で本心が出たり出なかったりすることがあります。「仕事」や「工賃」に関してその本心はどこにあるのか、熱心で誠実な指導員にだけ見せることがあります。したがって、コンサルタントの真の仕事は、障害者や保護者が大手を振って「仕事がしたい、そのための能力を身につけたい、そして自立できる給料が欲しい」と恥ずかしがらずに、また臆することなく言える環境を職員の皆さんが作る手伝いをすることにあると思います。そしてなにより稼げる知恵をもつ職員が多く居る施設になるように的確なアドバイスをすることが、コンサルティングの最終目標だと考えています。


